
亀楽（17）10

ニホンイシガメの生息域外保全に向けた考え方の整理と全国の取り組み事

例の紹介

楠田哲士

501-1193 岐阜県岐阜市柳戸1-1 岐阜大学応用生物科学部動物繁殖学研究室

501-1193 岐阜県岐阜市柳戸1-1 岐阜大学応用生物科学部応用動物科学コース動物園生物学研究センター

Summary of attitude and attempts of ex situ conservation for Japanese pond turtle.

By Satoshi KUSUDA

Laboratory of Animal Reproduction, Faculty of Applied Biological Sciences, Gifu University, 

1-1 Yanagido, Gifu 501-1193, Japan.

Zoo Biology Research Center, Course of Animal Science, Faculty of Applied Biological 

Sciences, Gifu University, 1-1 Yanagido, Gifu 501-1193, Japan.

1．ニホンイシガメの危機と規制の現状

ニホンイシガメは日本にのみ生息する固有種で，本州，四国，九州に分布し，東北地方や北海道には本

来生息していなかったと考えられている．ニホンイシガメは，日本に広く分布しているものの，各地の開発

による生息地の減少や水質悪化に加え，ペット販売用の乱獲（図１）や大量輸出，アライグマなどによる食

害，クサガメとの交雑による遺伝子汚染など，多くの危機に直面している（環境省，2012）．以前は，野外

での情報が十分でなかったため環境省のレッドリストで「情報不足」に分類されていたが，2012年の改訂

（第4次レッドリスト）に伴い「準絶滅危惧」に引き上げられ，これを機にニホンイシガメの現状に注目が集ま

るようになった．

さらに，2013年に「絶滅のおそれのある野生動植物の種の国際取引に関する条約（ワシントン条約）」の
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附属書の見直しが行われ，アジア産のイシガメ科15種が附属書Ⅱに掲載されることになった（環境省，

2013）．この中には日本の生息種としては，固有種としてニホンイシガメとリュウキュウヤマガメ，固有亜種

としてヤエヤマイシガメ（附属書には種のミナミイシガメとして掲載）が含まれ，これらの種・亜種が初めて

輸出の規制対象になった［（注）リュウキュウヤマガメについては，それ以前から文化財保護法により天然

記念物として現状変更（すなわち捕獲）と輸出が禁止されているものの，なぜか海外での流通が確認され

ていた（若尾，2018）］．附属書Ⅱ掲載種は，商業目的の取引は可能ではあるが，輸出国政府発行の輸出

許可書等が必要になることから，2013年８月以降のこれらの種の輸出申請状況が把握できるようになっ

ている．その結果，2015年３月以降，ニホンイシガメの輸出申請件数・輸出申請個体数が急増し，2013年

８月～2015年９月に約28,000個体が輸出され，その約９割が野生捕獲個体（残りが飼育下繁殖個体）で

あることが明らかになった（環境省，2015a）．その捕獲地としては，愛知県が最多で，静岡県，千葉県，三

重県，岐阜県の順に多く，東海地方と千葉県に著しく偏っていることが公表され，局所的に地域個体群の

絶滅が起こりうることが危惧された．そのため，環境省は繁殖可能な成熟個体に対する捕獲圧を制限する

ため，当面，野外捕獲個体のうち背甲長８cm以上の個体については輸出を認めないことを発表した（環境

省，2015b）．

2．ニホンイシガメの生息域外保全または飼育下繁殖の取り組み

ニホンイシガメを取り巻く様々な危機的状況が明らかになる中，生息地での域内保全と共に，全国で本

種の生息域外保全の取り組みが増えてきている．一般的に，野生動物種の絶滅を回避するためには，そ

の種の自然の生息域内において保存されることが原則であるが，危機的な状況にある種では，生息域内

保全の補完として生息域外保全を行うことが有効な手段であるとされている（環境省，2009）．「生息域内

保全」とは，「生態系および自然の生息地を保全し，存続可能な種の個体群を自然の生息環境において

維持し回復させること」，また「生息域外保全」とは，「生物や遺伝資源を自然の生息地の外において保全

すること．絶滅のおそれのある種を，その自然の生息地外において，人間の管理下で保存すること」と，環

境省（2009）により定義されている．生息域外保全は，種の絶滅を回避し，種内の遺伝的多様性を維持す

ることを最終的な目標として取り組むもので，1）緊急避難，2）保険としての種の保存，3）科学的知見の集

積が主な目的とされる（環境省，2009）．

ニホンイシガメについては，現時点において種の保存法に基づく国内希少野生動植物種には指定され

ていないため，国（環境省）としての保護増殖事業は行われていない．しかし，これまでにいくつかの団体

図１．エキゾチックペットのイベントで大量に販売される様々な産地のニホンイシガメ（2013年5月18日撮影）



または組織が，ニホンイシガメの生息域外保全もしくは飼育下繁殖に取り組み，一部は，生息域内へ繁殖

個体を放流する野生復帰（補強）も検討されている．これらの取り組み内容について，文献や関係者への

聞き取り等から情報収集したので，以下に概ね年順にその概要を紹介する．

1）姫路市立水族館

姫路市立水族館では，1970年からニホンイシガメの飼育展示を始め，1976年に繁殖に成功して以来，

2015年までに1,236回もの産卵を経験している（竹田，2017）．これにより，飼育・繁殖に関する膨大な情

報の蓄積が行われてきた．当時は生息域外保全を意識した飼育ではなかったかもしれないが，これらの

科学的知見は，今後の各地での保全活動に極めて有益な情報になると思われる．

2）愛媛県動物園協会（愛媛県立とべ動物園）

2000年の愛媛県動物園協会と愛媛県土木部河川課の協議により，ニホンイシガメの保護事業が進めら

れてきた．2001年から愛媛県東予地方で調査が開始され，2002年から捕獲個体（2005年までに23個体）

の飼育を始めている．2003年には飼育下繁殖（孵化）に成功し，2004年からマーキングした前年生まれの

幼体の放流（野生復帰）を行い（愛媛県立とべ動物園，2006；前田，2006），その後の追跡調査や個体数

推定などが，2018年現在も継続して行われている（前田洋一氏私信）．

3）和亀保護の会

2004年に設立され，大阪府の大正川を中心に淡水生カメ類の調査が実施されてきた．大正川ではニホ

ンイシガメはすでに激減している状況であったが，捕獲されたニホンイシガメを飼育し，繁殖に成功してい

る．2004年以降，前年に孵化した幼体を放流する活動を行っている（松下，2009；西堀，2013）．2015 年

に発生したニホンイシガメの大量遺棄事件（西堀，2016；西堀他，2017a；2017b）により，それ以降は放流

活動を停止している．

4）岐阜大学応用生物科学部動物繁殖学研究室

2010年から岐阜大学周辺でカメ類の捕獲調査を開始し，このエリアではニホンイシガメが絶滅の危機に

あることが明らかになった．2010～2011年に大学構内に「淡水生物園」（岐阜大学実験動物飼養保管施

設）を造成し，淡水生カメ類の繁殖研究と普及啓発を開始した（楠田他，2013；楠田，2014a）．あわせて岐

阜県岐阜市産ニホンイシガメの保護増殖を進め，園内で毎年孵化幼体が発見されている（楠田，2014a；

2014b；セブン-イレブン記念財団，2017）．生息地の環境が改善され，また創始個体の遺伝学的な地域的

証拠を得る必要もあるため，当面放流の予定はない．

5）千葉県野生生物研究会

千葉県富津市内の小河川のニホンイシガメが激減していることが判明し（小賀野他，2014），13個体を

捕獲して緊急避難目的で飼育が開始された．2011～2012年の２年間で70個体以上の幼体を得ることに

成功し（小賀野，2012），2014年までに100個体以上の幼体を得ている（小賀野，2014）．千葉県内からの

アライグマの完全駆除後の放流を検討している．

6）いしかわ動物園

動物園周辺で採集したニホンイシガメから2011年以降に繁殖させた個体を中心に，2016年より園内の「

トキ里山館」で，トキと共に混合展示し，現在50個体を飼育している．2017年には展示場内での自然繁殖

に成功している．また非公開エリアでは，創始個体７個体と2018年産の約20個体を飼育している．ニホン
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イシガメがトキの食べ残したドジョウの死体などを食べる様子を見ることができ，里山の生態系を来園者に

伝えることも意図している．（野田英樹氏私信）

7）須磨ふるさと生きものサポータ

神戸市立北須磨小学校の校庭に「カメさん池」を造り，2012年度から神戸市産のニホンイシガメの繁殖

を進めている．兵庫県の表六甲水系の２ペアと明石川水系の４ペアの計12個体を創始個体として飼育し，

孵化に成功している（山本，2014）．

8）神戸市立須磨海浜水族園

2010年８月に，水族園内に淡水ガメ保護研究施設「亀楽園」をオープンした．亀楽園設置の目的として，

駆除したアカミミガメの収容や基礎的研究に加え，ニホンイシガメの保全に関する研究の推進を掲げてい

る（谷口・亀崎，2011）．ニホンイシガメが繁殖できる条件，特に河川改修などにおいて破壊される成育条

件などを明らかにし，その改善方法を明らかにすることを目標としている．生息域外保全や飼育下繁殖を

主目的としていないものの，2019年２月現在，亀楽園横のプールでニホンイシガメの雌５個体を飼育展示

し，2013年と2015年に数匹の幼体を得ている（谷口真理氏私信）．

9）神戸山手女子高等学校・神戸市立須磨海浜水族園

神戸市立相楽園内の日本庭園の閉鎖池を利用し，ニホンイシガメの生息域外保全が試行されている．

園内で捕獲したニホンイシガメの雌１個体に加え，兵庫県内で須磨海浜水族園が捕獲した22個体を譲り

受け，これらの個体を2012年に園内の池に放流している（中谷他，2014）．その後，孵化幼体も発見され

るようになっている（上月他，2018）．

10）千葉県ニホンイシガメ保護対策協議会・鴨川シーワールド・足立区生物園・千葉市動物公園

千葉県内でのこれまでの野外調査の実績を踏まえ，2013年に千葉県ニホンイシガメ保護対策協議会が

設立された（小賀野他，2015；近藤他，2017）．2014年から，鴨川シーワールド（森，2017），足立区生物

園（辻井他，2017），千葉市動物公園（青山，2017）の協力を得て，展示による普及啓発と共に，一部の施

設で千葉県南房総市産の個体群の飼育下繁殖に取り組み始めている（尾崎他，2017）．足立区生物園と

千葉市動物公園については，委託を受けた自然教育研究センターが本業務を展開している（千葉市動物

公園は2018年度で事業終了）．

11）碧南海浜水族館

2018年４月，ニホンイシガメの屋外飼育施設を新たに設置し，水族館の位置する愛知県西三河地方の

個体群の繁殖に取り組み始めている（地村，2018）．愛知県環境部が中心となり進めている西三河南部

生態系ネットワーク協議会の活動と連動して，そこで保護されたニホンイシガメを対象としている．

12）静岡大学教育学部加藤研究室

静岡大学の自然観察実習地の一部を，生物保全実習地として再整備し，静岡県静岡市巴川水系のニ

ホンイシガメを対象に，2018年から飼育・繁殖に取り組む計画が発表されている（赤堀他，2018）．

3．保護増殖のための創始個体の選定

生息域外保全を実施するにあたり，まず創始個体（ファウンダー）の確保すなわち野生捕獲が必要とな

る．創始個体とは，飼育下繁殖に供する第一世代の野生個体のことで，今後の繁殖個体を作る上での親

集団になる個体である．したがって，創始個体の確保には，その地域個体群であることの確たる証拠が



必要である．また，創始集団の遺伝的多様性が今後の子孫集団の遺伝的多様性を決定付けることにもな

るため，創始集団は野生集団を十分に代表するものであることが理想であり，ときに追加で野生個体の導

入も必要となる．

ニホンイシガメは，遺伝子型（ハプロタイプ）の解析により，大きくは２つの集団があり，中国地方を境（広

島県－島根県あたり）に，以東の本州と四国に分布するAグループ（A-４型を中心とした21タイプが見つか

っている）と，以西の中国地方と九州に分布するBグループ（B-１型を中心とした13タイプが見つかってい

る）に分けられることが報告されている（Suzuki and Hikida, 2011）．この報告をもとに，岐阜県岐阜市の

計11個体の調査を行った結果，Suzuki and Hikida（2011）が岐阜県内の他地域で調査した個体（大野町

10個体，大垣市１個体）と同様，すべてAグループ（岐阜市の11個体はすべてA-４）に含まれることが明ら

かになった（兒玉，2012；楠田他，2014）．

このように，ニホンイシガメは全国的には大きく２つに分けられ，また地域ごとの分化が見られることが

明らかにされている．例えば，海を利用できない淡水魚の場合，近隣であっても，繋がっていない別の水

系には移動できないため，同種でも水系ごとに遺伝的な差異が生じ，生態や形態に多様性が見られること

が知られている（池谷，2014）．カメは陸上移動でき，特にニホンイシガメは，比較的よく陸上を利用するた

め，淡水魚ほど近隣水系ごとの厳密な管理は必要ないかもしないが，ある程度の地域性には配慮する必

要があるだろう．

一方で，ペット流通の多い本種において，市街地から離れたよほど手付かずの生息地でない限り，本来

その地域に生息していたかは疑わしくもある．すでに地域ごとの遺伝子型どころか，A－Bグループ間の遺

伝子交流が進行している可能性も考えられる．近年も，大阪の大正川ではペット販売用のものだったと思

われるニホンイシガメの大量遺棄事件が発生したが，幸いほとんどの個体は回収されている（西堀，2016

；西堀他，2017a；2017b）．今後各地で生息域外保全を進めるにあたり（野生復帰を視野に入れた場合），

創始個体の由来する地域（水系や陸上の移動可能範囲）を厳守することは当然のこと，早い段階で創始

個体の遺伝子解析を行い，AグループかBグループか，あるいは地域ごとの集団構造や遺伝的多様性に

ついて評価すること，異なる集団間で人為的に交配させないことが重要である．見た目に同じであっても，

各地域に様々な遺伝的集団があることを忘れてはならない．生息域外保全（保護増殖）を実施する施設で

は，淡水魚の場合，このような集団間の不慮の交雑を未然に防止するために，単一の地域集団のみを扱

い，異なる産地の同種を飼育しないことが原則とされている．

4．野生復帰（放流）の考え方

ニホンイシガメの野生復帰（放流）に関して，爬虫類は動物愛護管理法に定める愛護動物に含まれるた

め，まずこの法律との関係を理解しておく必要がある．人の占有下にある爬虫類を野外へ放出する行為

は，同法において「遺棄」に該当すると解釈され，罰則規定が設けられている．同法において，飼育放棄や

虐待としての遺棄行為と野生復帰目的での放出行為の区別がなされていないことが，主に鳥類や哺乳類

の保全事業の中で問題視されてきた．しかし，2014年に環境省から「動物の愛護及び管理に関する法律

第44条第３項に基づく愛護動物の遺棄の考え方について」（平成26年12月12日環自総発第1412121号）

の通知文書が出され，この中で初めて「保護増殖のために希少野生生物を放つこと」は遺棄に該当しない

ことが明言され，この問題は決着した．
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実際の野生復帰の考え方や手順については，日本産野生生物に対しては，哺乳類・鳥類（日本野生動物

医学会の「日本産野生動物における再導入ガイドライン」，2007年９月８日決定）と魚類（日本魚類学会の「

多様性の保全をめざした魚類の放流ガイドライン」，2005年３月26日承認）のものがあるが，ニホンイシガメ

を含む爬虫類に関する基準や指針は存在しない．ニホンイシガメの野生復帰に際しては，魚類の放流ガイ

ドラインが参考になると思われる．このガイドラインによれば，「希少種・自然環境・生物多様性の保全をめ

ざした魚類の放流は，その目的が達せられるように，放流の是非，放流場所の選定，放流個体の選定，放

流の手順，放流後の活動について，専門家等の意見を取り入れながら，十分な検討のもとに実施するべき

である」（要約抜粋）とし，「放流は科学的・合理的根拠に基づいて実施されるべきである」とされている（森，

2005）．ガイドラインの内容の詳細は，日本魚類学会のホームページ等を参照いただきたい．

5．普及啓発

ニホンイシガメの生息域外保全や保護増殖を行う中で，その必要性や本種の危機的状況，あるいは自然

環境全体の問題を，一般向けに広く伝え普及させることも，保全活動において重要なことである．池谷（

2016）は，希少淡水魚の保全の取り組みにおいて，個体を増やすだけでなく，環境意識の高い人，教養豊

かな人を育てることが，遠いようで近道であると述べている．このような普及啓発活動は，地元で活動する

生物保護団体や，動物園・水族館が非常に得意とするところでもあり，先述の団体や園館をはじめ他にもい

くつかのところがその取り組みを進めている．また，筆者らも，岐阜大学淡水生物園でニホンイシガメが孵

化すると，イベントを実施したり（図２），なるべく地元の新聞等で取り上げてもらうよう努力してきた．なお，イ

ベント等で参加者に実際にカメを触らせる場合には，主催者側は特に衛生面に対する意識を持っておくこと

も重要である（猪島他，2018）．

著者の経験において，これらの保全活動がマスコミ報道されると，決まってその後１週間ほどは何件かの

電話がかかってくる．興味をむけてくださり，反響があるのはありがたいことである．しかし，その多くはカメ

の引き取り依頼である．「大事なカメらしいので保護に協力したく，カメを提供したい」，「大学で保護に取り

図２．普及啓発イベントとして岐阜大学淡水生物園で行った保育園の園児や保育士とのニホンイシガメの観察放流

会（2017年９月13日撮影）．岐阜大学淡水生物園で生まれた子ガメは，一冬，屋内で飼育し，翌年園内に再放流して

いる．後日談であるが，この日１日中「イシガメ」と連呼していた園児もいたらしく，イシガメを知る良い機会になった．



組んでいるならうちのカメをあげてもよい」，「広いところで保護のために飼ってやってほしい」，「生まれた子

ガメを活用してほしい」という内容である．しかし，よくよく話を聞けば，そのほとんどは飼い切れなくなって

の無責任なペット飼育放棄を棚に上げて，イシガメのために，と綺麗事を言っているのが本音だと分かる．

無責任かつ安易な飼育放棄は動物愛護管理法に抵触するおそれがある．希少野生生物の保全は，単に「

個体」の愛護的思想だけでなく，「種・亜種」あるいは「地域個体群」としての視点が求められるため，このよ

うな個体を引き取る場合には，前項の通り個体の由来が重要となる．また，飼育者には，その責任（特に終

生飼養）として動物愛護管理法の理解が必要で，法律や地元の条例に関する知識の普及も重要である．

6．さいごに

本稿では，ニホンイシガメの生息域外保全に関する各地の活動事例と関連する周辺情報を集約し報告

したが，今後さらに広がると思われる生息域外保全活動において，先進的取り組み事例や参考情報として

活用いただければと思う．また，本種の生息域外保全に取り組む者の中では，最低限の考え方の共有は

必要と思われ，本稿が今後の議論のたたき台になればと願っている．

各地の活動事例については，文献や関係者からの情報をもとに著者がリストアップしたものであるため，

漏れがある場合には先にお詫び申し上げる．今後また再整理し，次報を作成する際に反映させたいので，

情報があれば著者まで一報いただけると幸いである．
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